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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期第２四半期 4,262 10.3 269 216.2 299 216.6 231 157.6

2020年３月期第２四半期 3,865 － 85 － 94 － 90 －

（注）包括利益 2021年３月期第２四半期 291百万円（340.2％） 2020年３月期第２四半期 66百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年３月期第２四半期 20.71 －

2020年３月期第２四半期 8.04 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2021年３月期第２四半期 11,235 9,918 88.0 881.78

2020年３月期 11,146 9,836 88.0 876.72

（参考）自己資本 2021年３月期第２四半期 9,886百万円 2020年３月期 9,808百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年３月期 － 0.00 － 21.00 21.00

2021年３月期 － 0.00

2021年３月期（予想） － 11.00 11.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,300 △10.4 180 △54.3 320 △40.2 250 △46.6 22.29

１．2021年３月期第２四半期の連結業績（2020年４月１日～2020年９月30日）

（注）2020年３月期第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2020年３月期第２四半期の対前年同四半期
増減率につきましては記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

連結業績予想につきましては、本日（2020年11月10日）公表いたしました「2021年３月期通期業績予想及び配当予
想の公表に関するお知らせ」をご参照ください。



 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年３月期２Ｑ 11,211,989株 2020年３月期 11,187,749株

②  期末自己株式数 2021年３月期２Ｑ 152株 2020年３月期 152株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2021年３月期２Ｑ 11,194,352株 2020年３月期２Ｑ 11,187,597株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

　四半期決算補足説明資料は2020年11月11日（水）にＴＤｎｅｔで開示するとともに、当社ウェブサイトに掲載する

予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大の影響によ

り、社会経済活動が制限される等極めて厳しい状況が継続しております。また、緊急事態宣言解除後は、徐々に経

済活動は再開されつつありますが、感染拡大前の水準にはほど遠く依然として先行きの見通せない状況が続いてお

ります。

当社グループの主力市場であるパチンコ・パチスロ機市場は、レジャーの多様化や依存症対策を目的として改正

された「風適法施行規則等」の影響等により、遊技ホールの新台購入意欲が低迷するなど厳しい市場環境が続いて

おります。また、厳しい市場環境を背景にパチンコ・パチスロ機メーカーのコスト削減意識は高く、当社製品を含

む構成部材のリユース（再利用）が一層浸透するなど、当社グループを取り巻く事業環境は厳しさが増しておりま

す。さらには新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響から、2020年５月に国家公安委員会において改正規則附

則が改正され、当初2021年１月までに求められていた旧規則機の市場撤去期限が延長されるなど、同市場の見通し

は極めて不透明な状況となっております。

かかる環境の中で当社グループは、従業員及び取引先を含めた関係者の皆さまの安全を最優先とした新型コロナ

ウイルス感染症対策を実施したうえで、パチンコ・パチスロ機市場での安定収益確保に向けた取り組み、組み込み

機器市場（注）に向けたグラフィックスLSIの販売拡大、さらには新規事業と位置づけるミドルウェア、機械学習

（AI）、ブロックチェーン、セキュリティの４領域における早期事業化に向けた活動に注力いたしました。また、

新規事業の展開を加速させる観点から、組織再編やアライアンス、出資の検討等を積極的に実施いたしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比396百万円増（同10.3％増）となる4,262百万

円となりました。売上総利益は売上高の増収に伴い前年同四半期比312百万円増（同25.6％増）となる1,531百万

円、売上総利益率は製品ミックスの変動により同4.4ポイント改善となる35.9％となっております。

販売費及び一般管理費は、前年同四半期比128百万円増（同11.3％増）となる1,261百万円となりました。販売費

及び一般管理費のうち研究開発費は、前年同四半期比63百万円増（同9.5％増）となる738百万円となっておりま

す。

以上により、営業利益は前年同四半期比184百万円増となる269百万円、経常利益は前年同四半期比204百万円増

となる299百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期比141百万円増となる231百万円となりまし

た。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

① LSI開発販売関連

LSI開発販売関連は既存事業であるパチンコ・パチスロ機向けと組み込み機器向け製品から構成されており、売

上高は前年同四半期比297百万円増（同7.8％増）となる4,119百万円、セグメント利益は前年同四半期比76百万円

増（同11.3％増）となる757百万円となりました。増収増益の主な要因はパチンコ・パチスロ機向けグラフィック

スLSIが前年同四半期比約４万個増加となる約23万個の販売となったことによるものです。一方、新型コロナウイ

ルス感染症拡大に伴い実施された旧規則機の市場撤去期限の延長措置により、当期に見込まれていた新規則機への

入替需要は当期及び翌期へと分散されることとなり、延長措置が公表された2020年５月以降、パチンコ・パチスロ

機向け製品の販売状況は減速傾向を示しております。なお、同セグメントにおける四半期ごとの売上高の推移は、

第１四半期2,502百万円、第２四半期1,616百万円、第２四半期末の受注残高は3,284百万円となっております。

② 新規事業関連

新規事業関連はミドルウェア、機械学習（AI）、ブロックチェーン、セキュリティ領域に向けたスタートアップ

事業であり、ミドルウェア、機械学習（AI）領域での売上高を中心に、売上高は前年同四半期比98百万円増（同

227.3％増）となる142百万円、セグメント損失は前年同四半期比129百万円減（前年同四半期は312百万円の損失）

となる182百万円となりました。

（注）「組み込み機器市場」とは、パチンコ・パチスロ機以外の組み込み機器の製造に係る市場として使用してお

ります。組み込み機器とはコンピュータが内部に組み込まれており、そのコンピュータに特定のアプリケ

ーションに特化した処理を行わせる電子装置を意味しております。医療機器や自動販売機、生活家電など

多種多岐にわたる機器が組み込み機器に該当いたします。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末との比較で88百万円増加となる11,235百万円

（前連結会計年度末比0.8％増）となりました。主な要因は、現金及び預金の減少（224百万円）、売掛金の減少

（124百万円）に対し商品及び製品の増加（393百万円）等によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末との比較で５百万円増加となる1,316百万円（同

0.4％増）となりました。主な要因は、買掛金の増加（208百万円）に対し、その他の流動負債の減少（175百万

円）等によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末との比較で82百万円増加となる9,918百万円

（同0.8％増）となりました。主な要因は、譲渡制限付株式報酬としての新株発行による資本金増加（９百万

円）、資本剰余金の増加（９百万円）、その他有価証券評価差額金の増加（60百万円）等によるものでありま

す。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は7,847百万円（前年同四

半期比19.6％増）となりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は、以下のとおりとなっております。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動により支出した資金は24百万円（前年同四半期は40百万円の獲

得）となりました。これは主に当第２四半期連結累計期間における税金等調整前四半期純利益（297百万円）、売

上債権の減少（124百万円）、仕入債務の増加（208百万円）に対し、たな卸資産の増加（393百万円）等によるも

のであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動により獲得した資金は34百万円（前年同四半期は46百万円の支

出）となりました。これは主に投資事業組合からの分配による収入（65百万円）に対し、投資有価証券の取得に

よる支出（28百万円）等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動により支出した資金は234百万円（前年同四半期は29百万円の獲

得）となりました。これは主には配当金の支払額（234百万円）等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年３月期連結業績予想等につきましては、本日（2020年11月10日）公表しました「2021年３月期通期業績予

想及び配当予想の公表に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,071 7,847

売掛金 862 738

商品及び製品 1,080 1,473

仕掛品 0 0

原材料及び貯蔵品 0 0

その他 88 115

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 10,103 10,174

固定資産

有形固定資産 120 104

無形固定資産

のれん 53 47

その他 25 20

無形固定資産合計 79 68

投資その他の資産 843 888

固定資産合計 1,043 1,060

資産合計 11,146 11,235

負債の部

流動負債

買掛金 662 871

未払法人税等 122 79

賞与引当金 － 14

その他 487 312

流動負債合計 1,272 1,277

固定負債

資産除去債務 38 38

固定負債合計 38 38

負債合計 1,310 1,316

純資産の部

株主資本

資本金 1,018 1,028

資本剰余金 861 871

利益剰余金 7,809 7,806

自己株式 △0 △0

株主資本合計 9,690 9,707

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 118 179

その他の包括利益累計額合計 118 179

新株予約権 3 9

非支配株主持分 24 23

純資産合計 9,836 9,918

負債純資産合計 11,146 11,235

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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 （単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 3,865 4,262

売上原価 2,646 2,730

売上総利益 1,218 1,531

販売費及び一般管理費 1,133 1,261

営業利益 85 269

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 2 2

投資事業組合運用益 2 27

その他 3 0

営業外収益合計 9 30

営業外費用

為替差損 － 0

その他 0 0

営業外費用合計 0 0

経常利益 94 299

特別利益

負ののれん発生益 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失

減損損失 － 0

投資有価証券評価損 － 0

子会社株式評価損 － 1

会員権評価損 5 －

特別損失合計 5 2

税金等調整前四半期純利益 89 297

法人税等 3 66

四半期純利益 86 230

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益 90 231

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

- 5 -

㈱アクセル　（6730）
2021年３月期　第２四半期決算短信



 

（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益 86 230

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △20 60

繰延ヘッジ損益 △0 －

その他の包括利益合計 △20 60

四半期包括利益 66 291

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 69 292

非支配株主に係る四半期包括利益 △3 △1

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 89 297

減価償却費 46 23

のれん償却額 － 5

負ののれん発生益 △0 －

株式報酬費用 － 11

受取利息及び受取配当金 △2 △2

投資事業組合運用損益（△は益） △2 △27

売上債権の増減額（△は増加） △629 124

たな卸資産の増減額（△は増加） △183 △393

その他の流動資産の増減額（△は増加） 38 7

仕入債務の増減額（△は減少） 422 208

その他の流動負債の増減額（△は減少） △18 19

その他 258 △208

小計 18 65

利息及び配当金の受取額 2 2

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 19 △93

営業活動によるキャッシュ・フロー 40 △24

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △38 △1

無形固定資産の取得による支出 △16 △1

投資有価証券の取得による支出 － △28

投資事業組合からの分配による収入 44 65

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△35 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
1 －

その他 △1 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △46 34

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △0 △234

非支配株主からの払込みによる収入 30 －

その他 － △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 29 △234

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 23 △224

現金及び現金同等物の期首残高 6,536 8,071

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,560 7,847

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注２）

ＬＳＩ開発
販売関連

新規事業関連

売上高

外部顧客への売上高 3,821 43 3,865 － 3,865

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 3,821 43 3,865 － 3,865

セグメント利益又は損失（△） 680 △312 368 △283 85

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注２）

ＬＳＩ開発
販売関連

新規事業関連

売上高

外部顧客への売上高 4,119 142 4,262 － 4,262

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 4,119 142 4,262 － 4,262

セグメント利益又は損失（△） 757 △182 574 △305 269

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）「新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計

上の見積り」に記載した仮定について重要な変更はありません。今後、新型コロナウイルス感染症の影響が長期

化した場合には、見積りと将来の実績が異なる可能性があります。

（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年９月30日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△283百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年９月30日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△305百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

り、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

2020年４月～

2020年６月

2020年７月～

2020年９月

2020年10月～

2020年12月

2021年１月～

2021年３月

売 上 高 2,564 1,697 － －

売 上 総 利 益 938 592 － －

営業利益又は営業損失(△) 423 △153 － －

経常利益又は経常損失(△) 425 △126 － －

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失(△)
425 △127 － －

四 半 期 純 利 益 又 は

四 半 期 純 損 失 （ △ ）
336 △105 － －

親会社株主に帰属する四半期純

利益又は親会社株主に帰属する

四 半 期 純 損 失 ( △ )

338 △106 － －

四 半 期 包 括 利 益 384 △92 － －

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失(△)
30.22円 △9.48円 － －

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 第４四半期末

総 資 産 10,675 11,235 － －

純 資 産 9,988 9,918 － －

1 株 当 た り 純 資 産 890.20円 881.78円 － －

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

2019年４月～

2019年６月

2019年７月～

2019年９月

2019年10月～

2019年12月

2020年１月～

2020年３月

売 上 高 1,532 2,332 2,602 2,797

売 上 総 利 益 549 668 799 930

営 業 利 益 5 79 238 69

経 常 利 益 11 83 246 194

税金等調整前四半期純利益 5 83 245 172

四 半 期 純 利 益 5 80 240 135

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

四 半 期 純 利 益
6 83 242 136

四 半 期 包 括 利 益 0 65 298 125

1 株 当 た り 四 半 期 純 利 益 0.62円 7.42円 21.64円 12.15円

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 第４四半期末

総 資 産 9,987 10,288 10,524 11,146

純 資 産 9,343 9,409 9,707 9,836

1 株 当 た り 純 資 産 832.60円 838.68円 865.48円 876.72円

３．その他

最近における四半期毎の業績の推移

2021年３月期

（単位:百万円）

2020年３月期

（単位:百万円）

- 9 -

㈱アクセル　（6730）
2021年３月期　第２四半期決算短信


